
目的別区分性質別区分

■民生費…58億1,487万円（-6,664万円）
社会福祉、身体障害者・高齢者・児童福祉など福祉の全般的な経費。

■公債費…32億8,087万円（-2億2,483万円）
市が借りたお金（借金）の返済経費。

■総務費…32億3,119万円（+4億3,413万円）
企画、財政、電算処理、税の賦課、戸籍、選挙など一般的な行政事
務経費。

■土木費…24億9,585万円（+5億2,807万円）
道路や河川、公営住宅の建設・整備、維持のための経費。

■教育費…18億9,607万円（-962万円）
幼稚園、小中学校など教育に関係する経費と生涯学習や運動公
園、博物館などの経費。    

■農林水産業費…14億1,739万円（+3,029万円）
農業、林業、水産業の振興のための経費。

■衛生費…14億6,932万円（-1億1,409万円）
保健事業に関係する経費、環境対策に関する経費。

■消防費…6億1,966万円（-5,534万円）
消防や火災予防に関係する経費。

■商工費…5億5,015万円（+2億1,541万円）
観光や商工業の振興に関係する経費。

■災害復旧費…11億9,343万円（+2億3,843万円）
風雨、地震など災害を受けた施設を復旧するための事業費。

■その他…2億176万円（-311万円）
議会費、労働費。

■公債費…32億8,087万円（-2億2,483万円）
市が借りたお金（借金）の返済経費。

■人件費…35億7,014万円（-1億4,996万円）
職員や議員、各種委員に支払われる給料や社会保険料、報酬など。

■物件費…32億469万円（+1億5,236万円）
旅費、消耗品費、食糧費、通信運搬費、手数料、備品購入費、使用
料、委託料などの経費。 

■普通建設事業費…29億944万円（+2億1,928万円）
道路、橋、河川、消防施設、学校、公営住宅などの新設、増設、改良
事業や不動産取得等の投資的な事業費。

■繰出金…24億5,596万円（+227万円）
特別会計の事業や事務の補助のため、一般会計から特別会計に
支出した経費。

■扶助費…26億3,137万円（+1億7,282万円）
市が法令や条例によって、お金や物品を被扶助者に提供する経費。

■補助費等…19億9,637万円（+1億4,000万円）
報償金、謝礼金、負担金、補助金など。

■積立金…7億3,397万円（+3億9,809万円）
基金などに積み立てる経費。

■災害復旧事業費…11億9,343万円（+2億3,843万円）
風雨、地震など災害を受けた施設を復旧するための事業費。

■維持補修費…1億8,001万円（+2,999万円）
市が管理する公共施設（道路など）の維持をするための経費。

■投資および出資金・貸付金…1,432万円（-578万円）
財産法人などに対する出損金や公営企業の資本を整備するため
の出資的経費など。
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市の未来を創る投資（人が集い育つまちづくりへの挑戦）

● コワーキングスペース整備事業 2,789万円
● 子育て・婚活世帯向け住宅取得補助事業

 350万円
● 産業用団地整備事業 6,485万円
● 教育のICT化推進事業 4,925万円
● 学校規模適正化推進事業 2億6,672万円
● 学力向上推進事業 

  （英語教育強化、地域未来塾など） 

 2,773万円
● 24時間保育の充実事業

  （病児・病後児保育、地域子育て拠点事業等）
● プレミアム付商品券発行事業 2,225万円
● 乳幼児等医療費助成事業 7,126万円  

市民に安全・安心を与える投資（安心して暮らせるまちづくりへの挑戦）
● 人権会館・観光振興施設改修事業

 7,693万円
● 公共施設配置適正化事業 1億4,615万円
● 生活支援員制度構築事業 1,579万円
● 資源リサイクル推進事業 311万円
● 紙おむつ減量化実証事業 246万円
● 災害復旧事業  

市民に元気と活力を与える投資（地域資源を活かしたまちづくりへの挑戦）
● 田んぼアートプロジェクト 9,693万円
● 道の駅整備事業
● ふるさと応援寄附推進事業 1億3,544万円
● 大規模農業団地整備事業 4,454万円
● 森林経営管理事業 1,001万円
● 担い手育成・生産条件整備事業 

 1億325万円
● 企業立地推進事業 6,046万円  

《 24時間保育の充実事業 》　11億2,981万円
■美土里町と高宮町の公立保育所

3か所を認定こども園に移行し、
常時の園庭解放や一時預かりを
開始

■「甲田いづみこども園」に病児保
育室を併設

■国の幼児教育・保育の無償化に併
せ、市も独自に給食費を無償化（3
歳以上児の保育料の無償化を実
現）

■在宅育児をしている家庭に「在宅
育児世帯支援事業給付金」を支給

《 災害復旧事業 》　11億9,343万円
■農地・農業用施設・林道施設で被

災箇所103件の実施設計業務が
完了し、78件の工事を発注

■公共土木施設（河川・道路・橋梁）
の被災箇所124件のうち103件の
工事が完了

《 道の駅整備事業 》　8億6,282万円
■道の駅「三矢の里あきたかた」の

新築工事（産直棟、レストラン棟な
ど）のほか厨房設備や備品の整
備、駐車場の舗装工事を実施

■運営会社「株式会社 道の駅あき
たかた」を設立

令和元年度の主な事業（抜粋）
「市民総ガイド構想」＝新「おもてなし」スタイルによる「住み続けたいまち安芸高田市」の実現のため、
令和元年度に取り組んだ事業の一部を紹介します。

※万円未満の数値を切り捨てているため、合計と一致しない場合があります。

増加の主な要因
・平成30年7月豪雨災害の事業により災害復旧事業費が2億3,843万円増加
・道の駅整備事業などにより普通建設事業費が2億1,928万円増加
・ふるさと応援寄附金などの基金への積立金が3億9,809万円増加

221億7,060万円  対前年度比9億7,270万円（4.9％）増加
歳出

■「子育てアプリあきたかた」でス
マートフォンへ子育て支援情報の
発信を開始

■市内の子育て支援情報を掲載し
た、「安芸高田市子育てガイドブッ
ク2020」を発刊

67 広報 あきたかた 令和2年11月号広報 あきたかた 令和2年11月号




